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海諜 lこ闘する化率的研究

第6報「アマノ 9J貯戴中の窒素形態の変化

高 木光 造 (水産食品化学教室〕

CHEMICAL STUDIES ON MARINE ALGAE 

6. CHANGE OF NITROGEN DISτRIBUTION OF DRIED LA VER， 

PorPhyra tenera. DURING PRESERVATION 

Mitsuzo TAKAGI 

CLaboratory of Food Chemistry， Faculty of Fisheries， Hokkaido Univlぽsity)

Dried laver， POゆhyratenera. was prl伎町vedin transparent or brown d白 iccatorsin which the 

relative humidit1田 weremaintained at 90% and 77.6%くshowingr，回pectivelythe maximum 

and the mean humiditi白 inJapan) and the chang，白 ofthe nitrogen distribution during the 

pr，田ervationwere measured with the r，田ultsshown in Table 1 CA) and C酌.

1 . When the relative humidity Was maintained at 90%， total nitrogen and diamino 

nitrogen decrea田dindependent1y of the light conditions， but amide nitrogen increased also 

remarkably. Especially when the light was interrupted， the growth of the mould was 

faci1itated. 

2. When the relative humidity was maintained at 77.6%， the amounts of the decrea田

of total nitrogen and diamino nitrogen wぽeslight， furthermore the amount of the il1crea田

of the amide nitrogen Was slight also. The change of the nitrogen distribution in the 

sample which was cut off from the light was less than in that which was exp凶edto the 

light. 

1. 緒言

ノリは栄養食品としてわが国民に古来から親まれ利用されてきたコ天然自生のものを採取利用ナる

ばかりでなく，東京湾をはじめとし全固いたるところの内湾で養殖し，その産額も年-'<H額に達ナる。

著者は前報(1)でアマノ Fの種類別室素形態の差兵を究明したが，産地，種類による差具よりはむし

ろ採取時期或いは貯蔵期間中における変化にもとづくものが大であるよ予想し，ウップルイノリ

CPorphyra pseudolinearis)を用いて，季節別室素形態の変化を実験して.その予想、の一部を確めたの

であるコノりは独特の風味を有し，高価な水産製品の一つであるが，吸湿又は長期間光線に曝すと黒

色の光沢は失われ，紫赤色に'<jg色して香気と味とを損い，商品価値を著しく減やる O 従ってノ Pの貯

蔵にあたてコて細心の注意が払われるもので，湿度の著しく高い梅雨時はとくに吸湿を予防，密封して

暗所に貯えるをつ心とナる。本報告では引続きノ Fを種kの条付ーに貯え，貯蔵訟によっても窒素形態

が著しく変化ナることを認めたのでこ Lに報告ナる O

-2ラOー



Table 1くAヲ Changeof Nitrogen Distribution of Dried Laver， POゆhyratenera. during Presぽvation

〈ガ ofDry Matter) 

三薄
。 6 10 

coLnidihtit on In醐FtheMU| ll IEτhe bro函 Tnthe- IIn the brown In the IIn the brownl ln the -IIn tne brown desiccator 1 de耽cat~~--i desiccator 1 desiccator desiccat日r1 deslccator 1 desiccator 1 desiccatol' 
Relative 

卯% 眺 |7M%;己反再弘 9脱 177 •6% 9勝 |7humidity 

Total-N 5.859 5.676¥ 5.7761 5.7沼 5.80615.609: 5.7011 5.7021 5.8111 5.643: 5.658 

一一一 一一

N undissolved in boiled HCl 0.251 0.3281 0.3211 0.3381 0.2951 0.3371 0.339 0.3361 0.290: 0.3ω0.320 

一一一 一一

N di倒olvedin boiled HCl 5.551 5.3481 5.4551 5.3951 5.5111 5.272; 5.362 5.366¥ 5.521! 5.3351 5.338 

一一一 一一

Amid←N 0.489 0.4771 0.4711 0.51回 0.456

Humin-N 0.358 

Total-N in form of bas田
1.111 0.940. 1.0381 1.0281 1.083 (Diamino nitrogn) 

Amino-N in form of ba田S 0.523 

Total-N in filtrate from bases 
くMonoaminonitrogen) 3.272 

Amino-N in filtrate from bas回 2.837 

Total 5.泊。

Table 1くB) Change of Nitrogen Distribution of Dried Lavぽ ，POゆhyratenera， during Pr田ervation
C% of Nitrogen dissolved in boiled HCl) 

13 16 
In the IIn the bl'own I日ne-IIn正面E函否両
desiccator 1 desiccator desiccator I desiccator 

90% ?7.6%1 90% 177.6% 9脱 177 •勝伺%lw.勝



2. 実験試料並びに実験方法

実験試料:アサクサノリ (porjうhyratenera)市販品を細切してそのま L用いた。

ム実験方法:200cc容三角フラスコに実験試料各k7gをH取し，無色並びに褐色デyケーグーを各k

ニ個用意し，その一下部に28.4%と17.6%の H2S04500cc を入れ，室溜.(約200C)に静置ナるときは
相対湿度が夫k77.6%と90%に保たれる。この値は本邦におけるLfi土台湿度よ最高湿度・を示ナもので，

か Lる温度のもとに各k 2. 4. 6.10.13.16週間貯蔵し，常法により加水分解して VanSlyke法によ

P各種形態の窒素を定量したコ

3. 実験結果並びK考察

Table 1はその実験結果を示したもので、， .それを図示ナるとFig.1の如くである。

以上によづて窒素の形態はいづれも貯蔵中に変化

するが，貯蔵条件によづて著しき差異のあることが

認められた。その中相対湿度が90%で光線の露出を

うけたものはその変化が最も著しく，全窒素並びに

塩基態窒素は16遁間でかなり減少したが，アシモ=

ア態窒素は反って著しく増加した。 !1!Oち可溶態窒素

に対する塩基態窒素の比は 20%より漸次減少して

15.8%となったが，アシモ=ア態窒素は8.8ガより

13.524に増加した。而してモノアミノ態窒素の減少

量はきわめて僅かで，可溶態窒素に対する比であら

わすとほムんど増減がない。

共に同様湿度の条件で褐色デ、シケーグー中に保存

して射光を妨げたものも全窒素並びに塩基態窒素の

減少量は前と同様で，可溶態窒素に対する塩基態窒

素の比は20%より 16.2%に減少したコこれは4遁間

目にカピが発生したためで，複基態窒素が一時急話設

に減少したが，以後はほとんど変化がなかづた。而

して7シモ=ア態窒素は前と同様漸次増加して 8.8
%台!J13.5%になったが，モノアミノ態窒素の減少

量はきわめて僅かであった。

一方相対湿度を77.6%とした

ときはいづれも全窒素並びに塩

基態窒素の減少量は僅かで，従
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Fig. 1 

'一一・ Pl"eserved in the desiccator. with relatlve humldity of 90.9五
}ーφ・ グググググ 77.6%
-;  グ inthe brown desiccator グ グ卯%

k一也‘ グ グ グ グ グ 77.6%
ってアシモ=ア態窒素の増加も

比較的少かヲたコ然しながらその減少量にも差異が認められ，光線の露出をう、けたものは境基態窒素

が20%より16.9%，禍色デシケーター中に射光を妨げたものは20%より18%に減少したっ従ってアシ

モ=ア態窒素の増加量は前者では8.8%より11.2%，後者では8.8%より10.1%にあったJ 而してそノ

rアミノ態窒素の士宮減はほとんど認められなかヲたっ

以上の事実をまとめると大体次の如くいえる。
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1. キ~l対湿度が本邦における最高湿度にあるときは，光棋の露出の如何に拘らす勺全窒棄は概ね同

程度に減少し，塩基態窒素が著しく減少してアシモ=ア態窒素が著しく増加する O とくに射光を妨げ

たものはカピの発生を容易ならしめる O

2. 相対湿度が本邦における平均湿度にあるときも，全窒素:並びに塩基態窒素はきわめて徐kに減

少して，アシモェア態窒素が漸失増加するが，射光を妨げたものは，光線の露出をうけたものよりそ

の減少量が僅かである O

以上の実験では窒素形態の変化を目的2ーして，いづれも相対湿度が本邦における平均温度以上に保

たしめ，さらに光繰り条件を変えて行ヲたのである。従ヲてもとよりノ Fの窒素形態を変化せしめ十

貯蔵するには乾燥状態で射光を妨げればよいことはいうまでもない。

4 要 約・

乾ノ)}(アサクサノ)})を相対温度90%と77.6%(本邦における最高及び平均湿度を示す〉の無色

或いは褐色デシケーグー中に保存し，貯蔵中の窒素形態の変化を実験した3 その結果

1. 相対湿度が90%にあるときは，光棋の露出の如何に拘ら歩，全窒素，塩基態窒素は著しく減少

して，アシモ=ア態窒素が著しく増加した。とくに射光を妨げたものはカピの発生を容易ならしめる。

2. 相対温度が77.6%にあるときは，いづれもその減少量は少く，従ってアシモ=ア態窒素の増加量

も少かった。而して射光を妨げたものは，光線の露出をうけたものより窒素形態の変化は少かった。

本研究を遂行するにあたり終始御懇篤な御指導と御鞭撞を賜わった本学部教授農学問士，医学博士

村田喜一先生並びに終始労を惜しまヂ協力された鈴木松朗君に深甚なる謝意を表するコ

5. 文 献

(1)高木光遁 (1951): 北海道大学水産学部研究業報，第2巻.第1号.31-42頁

(水産科学研究所業績第1お号〉

-252ー


	0250-1.tif
	0250-2.tif
	0251.tif
	0252.tif

